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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第１部会（第２回） 

 

■開催日時：令和７年10月17日（金）10:00～12：00  

 

■開催場所：福井市上下水道局５階 大ホール 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、ただいまより福井市総合計画審議会専門部会第１部会の２回目の会議を開催させてい

ただきます。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、どうぞご覧ください。私が前文

を朗読しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 委員の皆様方におかれましては、公私ともにご多忙のところをご出席いただき、誠にありがとうござ

います。 

 なお、本日は、自治体ＤＸ化支援デザイナーの前田様、それからまちづくり福井の島崎様、福井青年

会議所の金木様はご欠席の連絡をいただいておりますので、ご報告申し上げます。 

 それでは、議事に入ります前に、本日の資料の確認をさせていただきます。 

 お手元のほうに配付しておりますのが、本日の会議次第、そして委員及び出席者の名簿、座席表並

びにメモ用紙でございます。あと、このパソコンのほうに資料の５、専門部会での審議事項、資料の７、

将来都市像（案）、資料８、第九次福井市総合計画原案、資料９－１、総合計画原案に対する意見と

対応案、そして資料10－１、政策階層についての各ファイルをお開きしております。 

 不備等はございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 なお、資料の９－１につきましては、第１回の専門部会でいただきました意見の対応案になります。原

案に反映するもの、具体的な取組として検討するもの、そしてその他反映が困難であったものなどに

分類をしておりまして、原案に反映したものに関しましては、資料８のほうに赤字で記載をしておりまし

て、後ほどの事務局からの政策ごとの説明の際に併せて該当箇所をご確認いただければと存じま

す。そのほか、参考資料といたしまして、参考の７、令和７年度市民意識調査結果を追加させていただ

いておりますので、審議の際のご参考としていただきますようお願いいたします。 

 それでは、議事のほうに移りたいと思いますので、三寺部会長、どうぞよろしくお願いいたします。 
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２．議事 

○部会長 

 はい。皆さん、おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。 

 それでは、ただいまから議事に入ります。 

 まず、資料５をご覧ください。パソコンのほうでご確認ください。 

 この第１部会では、前回、分野Ⅰの「まち」の政策について審議をいただきました。本日の第２回で

は、将来都市像（案）、こちらと第１回目までに頂いたご意見、これを基に作成された施策についてご

意見を伺います。 

 なお、審議に当たっては、委員からご意見をできるだけ多くいただきたいので、事務局からの説明は

簡潔にお願いいたします。 

 

（１）将来都市像（案）について 

○部会長 

 それではまず、将来都市像（案）について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料７、１ページの将来都市像の変遷をお願いします。 

 まず最初に、直近３つの将来都市像を振り返ります。 

 左側が将来都市像、右側が考え方になります。 

 第五次計画の都市像は、「人 街 自然 文化の交・響・楽・彩 ふくい」です。考え方は、個性のある

人、街、自然、文化が交わり、響き、楽しみ、彩りが生まれることで市民に活力がみなぎるまちが生まれ

るでございます。 

 次に、第六次計画の都市像は、「自然・活気・誇りにみちた人が輝く かえりたくなるまちふくい」で

す。考え方は、自然、人が集い、交流し、学び、働くことで生まれる活気、お互いを尊重し、福井の街、

歴史、文化への誇りにみちたまち、生き生きと人生を送る、人が輝くまちを目指す、市内に住む人も外

から来る人も我が家のように思うかえりたくなるまちふくいの実現を目的としています。 

 次に、第七次、八次計画の都市像は、「みんなが輝く 全国に誇れる ふくい」です。考え方は、市民、

地域、企業など、本市の全てが輝き、みんなが豊かさを実感できるまちづくりを進め、市民一人一人

のふるさと福井に対する誇りの醸成と全国に向けた発信を目的としています。 

 将来予想都市像は、おおむね10年で変更となっています。 

 次ページをお願いします。 

 02、将来の都市像について及びキーワード一覧です。 

 ①将来都市像の概要です。 

 将来都市像は、長期的な取組により実現を目指す、およそ５から10年先の本市の将来のまちの姿、

コンセプトです。 

 また、今回、新たに市民の皆様に分かりやすく届けるため、一つの文章が長くなるのを防ぐため、都

市像と連動した副次的なサブテーマ、キーメッセージを設定しました。後ほど紹介する都市像案の下

に波線、チルダで掲載しています。 

 ②キーワード一覧です。 

 次期総合計画は、これまで以上に市民の皆様や庁内での意見交換を実施し、策定を進めており、

意見交換や審議会での発言を抽出し、発言を６つのキーワードに分類しました。 

 ３ページから後ろの部分に参考資料として、専門部会での意見や市民からの意見などからキーワ

ードを作成した過程を掲載しています。後ほどご確認ください。 
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 ２ページに戻りまして、６つのキーワードを設定しました。人と人、政策と政策などのつながり、広が

り。多様な価値観を受け入れるなどの多様。福井型の新しい形、チャレンジ。若者などライフステージ

に応じた居場所。ありのままを誇る福井らしさ、福井っていいネ！。ウエルビーイング。今回は、キーワー

ドも参考にして都市像を考えています。 

 また、今回、審議委員の皆様に第１回目の全体会で審議委員一人一人に理想の未来を発表してい

ただき、また第１回目の専門部会では施策を提示せずに政策を議論していただき、市のあるべき方

向性についてのご発言がございましたので、キーワードとしてではなく、発言そのものも参考にさせて

いただいております。 

 次ページをお願いします。 

 ３ページ、03、将来都市（案）及びキーワード取り入れ状況です。 

 将来都市像は「彩り豊かな想いかがやく、未来ひらくまち。ふくい」、サブテーマが「さあ、楽しもう！

チャレンジする毎日を！」です。ひらくには様々な意味がありますが、閉じたものを開け広げ、新たに物

事を始める意味があります。 

 右上の参考にした審議委員の意見は、やりたいと思ったことをちゃんと受け止められる社会を実現

することで好循環が生まれるとの意見や、審議委員一人一人の理想の未来を真剣に発表している

様子を本当に感動しているとの意見、今後ますます広がる多様なライフスタイルを応援することを伝

えてほしいとのご意見です。 

 考え方ですが、こどもからお年寄り、障がい者など、様々な人々や地域がいろいろな様々な思いを持

って生活しています。市民一人一人の思いは貴重な財産であり、輝き続けるもの。そんなすてきな想

いがまちを彩り、すてきな想いがかがやくまちであり続けたい。そんな願いを込めて策定しました。 

 少子・高齢化、人口減少が急速に進む社会では、これまでの考え方ややり方が適用、通用しない場

面が生じます。一人一人のすてきな思いとほんのちょっとのチャレンジが合わされば、今よりきっとすて

きな福井市が始まります。さあ、福井市はこれから。さあ、楽しもう、チャレンジする毎日を！でございま

す。 

 今回、様々な機会を通して、これまで以上に市民や若手職員と意見交換し、策定作業を進めていま

す。総合政策課でも、藤島中学校や会議所の青年部、公募したＺ世代の市民、庁内の若手職員など

とワークショップをしました。みんな目を輝かせて、真剣に福井市の理想の未来について発言してお

り、正直すごい心強いなと感じました。このままあらゆる世代が福井の未来について、すてきな思い、

意見を持ちづければ、きっと福井市はよくなると感じたところから作成しています。また、サブテーマを

「楽しもう！チャレンジ」とすることで、チャレンジへのハードルを下げ、強制感がなく、みんなで楽しん

で挑戦してもらうことをイメージしています。 

 工夫した点は、彩りを加えることで思いが街を彩るイメージ、彩りに豊かを加えることで思いが広が

る。また、想いについては、感情が込められた思いにつながる漢字を取り入れています。取り入れたキ

ーワードは、多様、福井らしさ、つながり、広がり、チャレンジなどを取り入れています。 

 この案につきましては、市長協議や各部会長などで構成する調整会議を経て、最終的に残った一案

となります。ご審議よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 この将来都市像については、10月３日に、先ほども説明がありましたけれども、審議会の会長及び

部会長で構成する調整会議というものが設けられ、そこで私が部会を代表して協議に参加をさせて

いただきました。たくさんいろんなご意見が出たんですけれども、協議の結果、今後の福井市の将来

を見据えた将来都市像にふさわしいものであるということに案としては一つに絞ったということと、併
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せて部会の意見を踏まえていることの確認をこの中ではいたしました。 

 委員の皆様にご賛同をいただきたいんですけれども、ご意見、ご質問があればここで受け付けたい

と思います。 

 まず初めに、若者の視点からの将来都市像についての意見、ご感想をいただきたいんですが、委

員、いかがでしょうか。 

○委員 

 はい。まず、チャレンジというのがサブテーマということで、例えば、今までより文化に即したアイデア

であったり、あとは公共交通に関するものといった、これまでとは違ったようなアイデアであったり、今

あるものをさらに拡大するようなアイデアを思い切ってチャレンジして採用してみるチャンスであって、

市民が望む福井市に近づける第一歩になるんではないかなと思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。今の感想というと、これはここにきちんとキーワードが反映されてるという認識

でよろしいということですかね。 

 ありがとうございます。見方は非常に幅広くあるんだということを委員のコメントで感じさせていただ

きました。 

 ほか、いかがでしょうか。何かご意見があれば。 

○委員 

 私は50ちょっと前まで転勤生活を送っており、大学からずっと福井県外で生活していました。28年

間福井にいなかったわけですけども。転勤生活ですので、９か所、福井を除いて８か所の都市を回っ

ていたんですが、どの都市も、日本ですから自然も豊かですし、食べ物もおいしいですし、人も優し

い。そんなに変わりないんですね。福井の中の新しい形とか福井らしさというのがいろんなところで出

てるかと思いますが、ちょっと私はにわかに想像できにくいというか、県外の人から聞かれて、自分の

ことで２つ、３つは答えれるんですが、それが正解かどうかというのは分からないんですけども、その辺

は明示する必要性はないのかということをちょっと問いたいなと。 

○部会長 

 ご質問ありがとうございます。 

 こちら、いかがでしょう、事務局のほうでお答えいただくことは可能ですか。 

○事務局 

 これまで策定に当たり、若者のワークショップであるとか、またインターネットを通じた市民の皆様か

らのご意見、各部局ごとに、各分野において様々な意見をいただきながら、キーワードを抽出して今策

定を進めています。その中で、今回特に多かったといいますか、取り上げるべき視点として感じられた

ことは、やはりキーワードのほうにもあります、いろんな価値観を持った方が多様に自由に居場所があ

る、そういった福井市を目指すほうが今はいいのではないかというようなご意見が多数ございまして、

今回については、例えばもう福井市はこうなんだということをこちらのほうから総合計画上で先にお

示しして、みんなで特定のものを目指しましょうというような形よりは、一人一人が自分の様々な価値

観や行動できること、それぞれ置かれた立場とか職業、いろんな状況でできることも皆さんそれぞれ

違いますし、理想とする福井市の将来像というものも一人一人様々なものがあるということを尊重し

まして、皆さんそれぞれが積極的に自分のしたいこと、やりたいことにチャレンジを重ねていっていただ

く中で、そうしたものが総体的にみんなの目指す福井市につながっていくのではないかというところを

参考にさせていただき、今回の将来像の案として取りまとめさせていただいたということです。 
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○部会長 

 ありがとうございます。 

 委員、おそらくご質問としては、福井らしさみたいなところを対外的に伝わるようなメッセージになっ

ていたほうがいいのではないかという内容ですかね。ちょっと確認させてください。 

○委員 

 今事務局からおっしゃられたように、一人一人の価値観は多少違うと思うので、それをこちらから福

井というのはこういうものだと枠にはめて当てはめることは好ましくないというのはそのとおりかと思い

ますが、先ほど言ったとおり、私は地方都市が多かったんですね。具体的に言うと、沼津、浜松、津、そ

れから愛知県の半田、岡山、小倉と、これだけの地域で生活してきました。それぞれ特徴があって、そ

の特徴は時代背景とか歴史というか、私が育った年代によっても違うと思うんですね。30代の私と、

60代の私と、現在70代の私。そのあたりを何か分かりやすく表現できないかと思ったところです。 

○部会長 

 ありがとうございます。難しいところですね。とはいえ、やはりこの一番最初に出てくるタイトルというと

ころはとても重要で、皆さんの思いを、どちらかというと彩り豊かなというところにうまく凝縮する形で

表現をしているところと、委員の感じているところ、じゃあどういう文言だったらいいのかというとことに

ついて、何かもしご提案があればいただきたいんですけど、難しいですよね。 

○委員 

 個人で感じたことを申し上げました。特定の提案をしているわけではございません。 

○部会長 

 分かりました。でも、この将来像に関しては、反対というわけではなさそうですかね。ありがとうござい

ます。 

 ほかのご意見いかがですか。 

○委員 

 感想的なものになりますけれども、このスローガンを見て、一人一人思いはやはり違うと思うので、そ

の思いをそういった交流の場、居場所づくり、みんなの意見を吸い上げ、チャレンジする場を設けると

いう簡潔な文章だと私は感じました。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 私がこのキーワードを見て最初に感じたことは、チャレンジという言葉がすごく目に入ってきて、私、前

回少し申し上げましたが、11回過去に引っ越し経験があり、いろんな経験をした中で、福井というの

はどちらかというと保守性が高いというか、そういうことで私は非常に居心地がいいんですが、そこに

対して新しくチャレンジして、若者もいやすくするということがよく入っている、彩り豊かなというところ

が最初に来てるので、非常にカラフルで、これも新しいチャレンジの一つではないかと感じました。非

常に賛成をしております。 

 １つ確認なんですが、チャレンジという面では、私も、個人的な話で申し訳ないんですが、土木学会、

ＤＥＩの学会に参加させていただきまして、ＤＥＩというのは多様性ですかね、公平性、包摂、インクルー

ジョン、そういった形でキーワードがあって、非常に学会の雰囲気が明るくて、これまでの保守的な学

会とは違って、チャレンジングな学会、セッションだと思って非常に楽しかったんですね。私なりに初め

てそこに参加して、その居場所を感じました。この多様とか居場所というキーワードが私にも非常に心

地よく映りました。この間にチャレンジが入っているのも、またレイアウトとしていいかなと思います。 
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 そこで、１つ、恐らく議論にも上がったのではないかと思うんですが、多様という言葉、居場所という

言葉が恐らくインクルージョンのほうに入るんではないかと思うんですが、多様性があって、包摂性が

あって、あと公平性というような色があるかと思うんですが、そういったＤＥＩという世の中の流れが何

かもし議論の過程であったら教えていただければと思いました。 

○部会長 

 ご質問ありがとうございます。私、調整会議に参加しておりましたので。実はこの部分は特に違和感

なく、この文言、彩り豊かなというところの表現を、ほかの言い方が代替で案としてはあったりというと

ころで、おおむね委員にご指摘いただいた内容というところは皆さん了承いただいてるかなというとこ

ろでありました。それ以上にチャレンジという言葉がやはりすごくいいのではないかという、先ほど保

守的なというところもありましたが、チャレンジをしていかないと変わっていけないだろうというところは

議論がたくさんあったというところを記憶しております。 

 これ、加えて何か事務局でコメントがあればいただきたいんですけども。どうでしょう。 

○事務局 

 今回大事にしてることは、それぞれいろんな考え方がある、人それぞれ考え方がある中で、それぞれ

がかなえていく。その中にそのＤＥＩも含めてもいいのではないかという考え方もあります。彩り豊かと

いうことで、いろんな考え方もあるし、ＤＥＩも含めてもいいのではないかということも考えております。

いろんなことに取れるような言葉を取り入れた形になっております。 

○部会長 

 ありがとうございます。あえてそういった言葉ではなく、この彩り豊かなというところに置き換えている

ところが今回の将来像の少しセンスのようなところなのかな。委員の方からも先ほどご指摘いただき

ましたけれども、よろしいですか。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょう。 

○委員 

 この将来都市像のワードの中に、彩り豊か、かがやく、未来ひらく、楽しもう、チャレンジ、全てがポジ

ティブな言葉が並んでいるので、こういったことを議論していく我々部会自体がポジティブに進めなく

てはいけないというふうに思いました。特にこの中でもチャレンジというところが一番重要なところなの

かなと思いますので、チャレンジしていただける街をつくるということですので、そこは本当に前向きな

ポジティブな意見を持って取り組まなくてはいけないと思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。部会もその気持ちで進めていこうということですね。ありがとうございます。 

 まさにこのチャレンジというところが非常に重要ではないかというところは調整会議でも上がってお

りまして、ここの訴えたいところは、どちらかというと余裕があるわけではなく、今すぐやってみようとい

うところの思いがここの中に込められているのかなというところが、私はその議論の中で感じたところ

です。 

 皆さんからご意見をいただいたんですけれども、おおむねこの将来像に関しては賛成をいただけて

るということで解釈したいんですが。 

ほか、よろしいでしょうか。 

○委員 

 ちょっと個人的な疑問というか質問なんですが、先ほど市民憲章を唱和させていただきまして、最後

に「福いいネ！」というキーワードがあったんですが、今回のキーワードの中に「福井っていいネ」とわ

ざと分かりやすく書かれてると思うんですが、この「福いいネ！」でもいいのかなと思ったんですが、そ

れをあえてそうされたということをちょっと確認だけさせていただきたい。 
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○部会長 

 分かりました。ありがとうございます。 

 こちら、実は我々協議する者の中にはそういったご意見はなかったんですが、あえてこの「福いい

ネ！」を使わずに、「福井っていいネ」という形になっている何か理由があれば教えていただきたいん

ですけれども。どうでしょう。 

○事務局 

 こちらに掲載しているキーワードにつきましては、これまでワークショップや市民の皆様からいただい

た意見をまとめた形として載せさせていただいてるもので、「福いいネ！」というのは市のプロモーショ

ン上の表現として使わせていただいてる言葉です。ここで載せさせていただいた福井っていいネとい

うのは、福井らしさとか福井はいいよねというような言葉をまとめた形で書かせていただいたというこ

とで、このキーワードが議論のベースにはさせていただきましたけども、これをそのまま表示するという

ことではありません。 

○部会長 

 よろしいですか。 

 でも、せっかくなので、この総合計画全体の中でどこかでキーワードがちらっと見えてるといいのか

なと思います。ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 皆さんおおむね賛成をいただけたということで、この案のとおり進めていきたいと思います。ご賛同

いただきまして誠にありがとうございます。 

 以上でこの将来都市像の案についての審議を終了させていただきます。 

 

（２）政策１「公共交通に関する政策」について 

○部会長 

 政策１「公共交通に関する政策」について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料８、第九次福井総合計画原案の１ページ、政策１、公共交通に関する政策をご覧くだ

さい。 

 資料の上部、オレンジ色の背景の部分が政策階層、資料の下部、左側から現状、課題、施策となり

ます。 

 第１回の専門部会では、原案として示した政策階層を基に各委員からご意見をいただきました。今

回は、第１回までの意見などを基に作成された下部右側の施策を中心に議論していただきます。 

 まず、公共交通に関する政策の現状、課題についてですが、第１回専門部会でご説明したとおり、市

民だけでなく観光客にも利用しやすい二次交通の充実が求められている中、公共交通を支える運転

士が不足しており、路線の見直しなどによる持続可能な交通手段への転換を図る必要があります。

また、デジタル技術を活用した利便性の向上、シェアサイクルふくチャリと連携した回遊性の向上を

図る必要があります。 

 このような現状、課題を踏まえ、次の３つの施策を掲げました。 

 まず、１、持続可能で最適な交通ネットワークを整備するについてです。 

 全域交通ネットワークを実現するため、多様な交通手段を利用して二次交通の充実に取り組むとと

もに、乗り継ぎの利便性を向上し、相互の利用促進を図るため、新駅設置や既存駅の改修、パーク・

アンド・ライドなどの整備に取り組みます。また、交通事業者に対して積極的な支援を行うとともに、運
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転士の離職防止及び新たな運転士の確保、持続可能な交通手段への転換などに取り組み、市民の

重要な移動手段をしっかりと確保してまいります。さらに、各地域拠点の特性に応じたフィーダー交通

の効率的な運用に取り組みます。このほか、幅広い世代に対して情報を発信することで、公共交通の

利用促進と過度な自動車依存からの緩やかな転換に取り組みます。公共交通機関と連携した駐車

場及び駐輪場の整備を行うとともに、シェアサイクルふくチャリの利用拡大や自転車が安全、便利に

利用できる環境整備に取り組みます。 

 次に、２、デジタル技術を活用して公共交通の利便性を高めるについてです。 

 嶺北市町、交通事業者などで構成するふくいＭａａＳ協議会において、アプリの利便性向上や利用

促進に取り組みます。なお、ふくいＭａａＳの取組については、2024年度Ｄｉｇｉ甲子園において、地方

公共団体部門でベストフォーに輝いております。また、自動運転や環境に優しいグリーンスローモビリ

ティーなどの新技術の導入に向けた検討を進めます。さらに、クレジットカードなどを用いた新たな運

賃のキャッシュレス決済手段について検討を進めます。 

 最後に、３、北陸新幹線の早期全線開業を目指すについてです。 

 国土強靱化や交流人口の拡大に向けて、県や沿線自治体などと連携し、北陸新幹線の大阪まで

の早期全線開業を目指します。 

 以上で政策１の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。 

 細かい施策の部分ですね。前回いただいた政策の議論からさらに深掘りをというところになってお

ります。 

 せっかく資料９－１のほうで前回いただいたご意見をこんなふうに対応しますよというところも整理さ

れていますので、そちらのほうも併せて、皆さん、ご覧ください。 

 いかがでしょうか。 

○委員 

 ちょうど先週ですが、宇都宮に行ってまいりまして、やはり全国から注目されている公共交通手段、

それもＬＲＴを中心とした形で進んでいます。今もなおその路線の延長や、延長した路線に対してフィ

ーダー的に次の第二次の交通との接続について先進的な取組をしているので、非常に福井市として

は参考になったと思います。ただ、その先進的に全国からも注目されるような宇都宮市でさえも、もう

次の段階に入っていて、それが自動運転システムです。その自動運転システムを全国の都市が競争

するように取り組んでいるということがよく説明いただいて分かったんですが、その部分に対する情熱

というのをひしひしと感じまして、これを福井市も追いつき追い越せで取り組めたらいいなと思いまし

た。決して先頭に立ってやれということではなく、むしろしっかり追従できるようなことが必要かと思い

ます。 

 福井市の中で１つ、私の立場からぜひ福井市に対してお願いしたいのは、そういったことを勉強した

いと思っている市の職員の皆さんがたくさんおられると思うんですが、それに対して、例えば出張旅費

や、宿泊、そういった形で行きたい、勉強したいという方々に対する後押しの部分が、財政的なことは

もちろんあると思うんですが、追いつけ追い越せというように考えますと、やや予算的に足りない。もっ

と伸び伸びとやりたいことをやってもらう、勉強したいことを勉強してもらう仕組みが福井市側にちょっ

と整ってないような気がして、この際ここで申し上げておきたいと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。文言としてはデジタル技術を活用した利便性の向上ということで自動運転の
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文言は入ってはいるんですけれども、そういったものを前のめりに取り組めるような支援をぜひという

ことですね。こちらは福井市さんのほうで今のコメントを受け止めて、どういうふうに進めるかというと

ころをぜひ検討してください。ありがとうございます。 

 私も実は宇都宮、去年かな、視察に行くことができましたので、先進的な取組、実際見て体験をして

きたんですけれども、面白いのはその先にまだ進もうとしている情熱が全然衰えてないというところで

すよね。ぜひそういった新しい取組というところをチャレンジするというところ、冒頭にありましたので、

そこは意欲的に検討いただくというところと併せて、若い職員のいろんな支援というのは実は福井市

でも整えてはいらっしゃるんですが、それは全体的にという話になりますよね。なかなか難しいとは思

いますけれども、そういった支援というところもこういった施策と併せて必要になってくるというところで

すね。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 私からは、まず乗り継ぎ利便性というところに注目したんですけれども、先月、茨城のほうで合同ゼ

ミがありまして、帰りに土浦市に寄りました。土浦駅のパーク・アンド・ライドといいますか、そちらを視

察してきたんですが、やはり駅の関連施設、駅の中に自転車に関する施設があったりとか、例えば自

転車の立てかけるラックがあったりとか、そういったところで相互にもっと密接に自転車とほかの公共

交通機関、バスや、鉄道、そういったところをもっと絡ませていくというのは重要だと思いましたし、自転

車というのはやはり小回りが利くので、バスやタクシーよりも、すいません、まとまってないんですけれ

ども、パーク・アンド・ライド、バス停の近くとかにもシェアサイクルのポートがあったら便利だと思いま

すし、そういったところに力を入れていくといいのかなと思いました。 

○部会長 

 文言等では何かこういう修正とか、こういうキーワードを入れてほしいという要望はありますか。多分

今関連するところは上から２つ目のチョボとこの①の中の一番下の部分になるかと思うんですけれど

も、どうですか。 

○委員 

 今のところはシェアサイクルふくチャリが結構力を入れてらっしゃるかなと思うんですが、そのほかに

も自分で自転車を持っている人であったり、サイクリストに優しいところになるとよりいいのかなと思い

ます。 

○部会長 

 ありがとうございます。これ、一番最後のチョボのところ。ふくチャリの言葉がキーワードとしては強く

上がってしまう印象を受けるということですかね。とはいえ後半に自転車がという形で書かれてはい

るので、そういった文言以外でもし何か加えたほうがいい文言があれば、いかがですか。 

○委員 

 今のところ特にはありません。 

○部会長 

 分かりました。このチョボの２つ目と一番最後の、特に自転車を特出ししてるというところがちょっと

特徴的かなと私も思っておりますので、施策の詳しい説明のところにはぜひそういったところも含めて

いただければと思います。 

 あと、乗り継ぎ利便性の話なんですが、それもちょうど２番目と一番最後のところになりますよね。よ

りシームレスにというところであるとか、結節の強化みたいなところがもうす腰文言としてあるといいか

なというところですかね。ありがとうございます。 

 では、ほか、いかがでしょうか。 
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○委員 

 内容的には全てを網羅されてますので、非常にいい内容になっていると思います。 

 私が思うのは、先ほど意見しました福井らしさの話や、福井型の云々とかいう漠とした内容について

の実行策というか、その理解を深めるという意味で少し私は懸念を持ってるっていうところです。例え

ば一番冒頭の全域交通ネットワークですね。非常にきれいな言葉で、そのとおりなんですが、これをど

う実現するかというところが肝要かなと思います。その各論がそれから下に載ってるとは思うんです

が、いかに実行できるかというところです。具体的に私が意見したときに事例で説明しましたが、地域

で実際公共交通を利用している障がいを持った人や高齢者は、バスに乗るのにも四つんばいになっ

て、つえを地べたに置いて、膝をついてステップを登ってくるんですね。そういう人たちがバスを利用し

て移動している。やはりそういう人たちを何とか助けたいな、それでその移動に頼って必死で生きてい

る、生活している人たちを支えたいなという思いで活動をしています。ですから交通ネットワークを整

備するということできれいな言葉がつらつら並んでいますけれど、何とか少しでも実行したいなという

思いです。 

○部会長 

 ありがとうございます。後半のほう、ご指摘いただいたところは非常に重要かなと思っておりまして、

この内容に関してはおおむね賛成だということなんですが、市民の側の意識の醸成というところがも

しかしたら欠落してる可能性があるかなと思いました。前回のこの部会でもその話は少ししたような

記憶があるんですが、例えばモビリティーマネジメントであるとか、そういった市民が地域の公共交通

に対する理解や、それを自分事として捉えるというところの働きかけのようなところは、もしかしたら文

言として必要なのかなと思いますが、これは、委員、いかがですか。 

○委員 

 これまで、例えば、えちぜん鉄道で事故が起きて、えちぜん鉄道が再生したときも、地域の人に（行

政と福井大学の専門の方がされた）アンケートを取ると、おおむねその再生のために税金を使うこと

については賛成してるんですね。自分は利用しないが、そういった交通機関は必要だということで。な

ので、そういう状況に置かれても市民は納得してもらえるかと思うので、今部会長がおっしゃられたモ

ビリティーマネジメント、交通に対する意識を側から与えることによって理解がより深まるというそうい

った施策を併せてちょっと汲んでいくといいかなと思います。賛同します。 

○部会長 

 ありがとうございます。おそらく関連してるところで言うと下から２つ目のチョボのところがそれに該

当するのかなと思うんですが、もう少し市民目線というか、そういった書き方があるようでしたら検討

をぜひしてください。よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 大体網羅されているのかなというところで、さっき言った、ご高齢の方が四つんばいになってバスに

上がるとかというところで、それが待合環境についても、バス停、暑い中、寒い中、立って、傘で待つと

などは辛いと思うので、維持費がかかるかもしれませんが、そういった環境整備によって公共交通機

関の利用もしやすくなるところはあるかと思いますので、そういった点も進めていただければ。 

 あとは、ふくチャリ利用というのはありますけど、新しいのがＬＵＵＰ、最近都会はありますよね。あんな

ものも乗ってみたいという気持ちもありますけど、そういう若者向けのなんかもチャレンジしてもいいの

かなと思っています。 

○部会長 

 ありがとうございます。そのあたりをちょっと含める形でこの②のところのちょうど真ん中のところ、新
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技術の導入というところに該当するのかなと思うんですが、このあたりはそういったもう少し新しい乗

り物というところ、ここに含まれているという理解でよろしいですか。ありがとうございます。 

 これはまさに委員の研究室でそういった研究もされて、何かコメントはありますか。 

○委員 

 自分の所属する研究室では、僕は関わってないんですが、いわゆるＬＵＵＰに代表されるような新し

いモビリティーの研究もしていますし、今例えば危険性がどのくらいあるかであったり、路面を走行す

る際のどういった発見があるか、こういう体験ができるなど、そういったところを今観察している最中

ですので、何か導入の際の参考になるような研究になればいいなと思っております。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 そういったものの導入に関しては、割と環境整備が重要になってくると思いますので、例えば具体的

に言うと道路環境の話が出てきますね。そういったところを併せて検討していく必要があるというとこ、

書き込むかどうかはちょっと悩ましいところですが、そういった問題が実はあるということですね。あり

がとうございます。 

 ほか、いかがですか。 

○委員 

 私のほうから、③でちょっと整理させていただきますと、ここは北陸新幹線の早期全線開業というこ

とでくくられているんですが、最初のポチの１つ目なんですが、最初に災害に強い強靱な国土づくり

のために北陸新幹線の早期開業を目指すとも読み取れますので、分けてもいいのかなという気がい

たします。恐らく前半の部分は災害に強い上下水道というキーワードがありましたけど、いろんなライ

フライン、そういったものを整備するという、環境を整えることだと思います。ちょっとこのあたりが受け

取り側としては多少混乱がしてしまうかなという気はしました。 

○部会長 

 ありがとうございます。この冒頭のところ、多分北陸新幹線にかかってるような気はするんですが、そ

れをあえて分けたほうがいいという、言葉の使い方としてということですかね。 

○委員 

 そういう目的で、災害に強い強靱な国土づくりのために北陸新幹線をつくるのであれば、私にはそ

ういう観点がなかったもので、もしそうであればこのままで結構だと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。私はそのように解釈をしてたんですが、それで間違いはないですかね。どうで

すか。よろしいですか。というところで両方が新幹線にかかってくるという書き方ということでよろしい

ですかね。ありがとうございます。 

 皆さんからいろんなご意見をいただいたんですが、おおむね賛同するということで、直すべきところと

いうよりは、こういった文言を加えてほしいという要望に近い内容だったかと思います。 

 幾つかあったかと思いますが、例えば行政の支援を、少しそういった先端技術というところを学ぶた

めの支援を考えていただく。これは、どちらかというと市側に対するメッセージですね。あわせて、先ほ

ど乗り継ぎの利便性の話ですと、よりシームレスにというところ。これは文言としてどう書くかというの

は悩ましいところですが、そういった多様な移動手段というところをうまくつなぐというところがもう少し

理解できるような文言に加えるか、もしくは検討いただきたいということですね。あわせて、先ほど委

員から、意識の醸成、これは私がちょっと言葉を置き換えてしまったんですが、そういったメッセージも

ちょうど①のところの下から２番目のところで検討をいただきたいということでよろしいですかね。 

 あと、皆様おおむね賛成というところで、もし何か気になる文言等ありましたら、またこの後全体で聞
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くところがありますので、ご意見をいただきたいと思います。 

 ちょっと簡単に私が整理をさせてもらったんですが、以上で政策１のほうの審議のほうは終了したい

と思います。よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 

（３）政策２「まちなかに関する政策」について 

○部会長 

 続いて、政策２「まちなかに関する政策」について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料８、原案の２ページ、政策２、まちなかに関する政策をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、住む人も訪れる人も誰もが主役となり、楽しむことができる魅力

あるまちづくりが求められており、安全・安心で快適な都市空間づくり、そしてにぎわいと交流の拡

大、持続化を図る必要があります。さらに、様々なプレーヤーのまちづくりへの参画を促進することで

新たな価値の創造や街の魅力向上を図り、にぎわいと成長の好循環につなげていくことが重要で

す。 

 このような現状、課題を踏まえまして、次の３つの施策を掲げました。 

 まず、１、県都リノベーションによるまちの魅力の最大化を図るについてです。 

 民間主体の市街地再開発事業などを支援してリニューアルを進め、にぎわいと活力のあるまちづく

りに取り組みます。また、地域資源を活用し、歩きながら歴史や自然を身近に感じることができるまち

づくりに取り組みます。さらに、県と連携した多目的アリーナの整備支援や利活用など、都市機能の

充実や利便性の向上を図ります。このほか、良好な景観を継承し、居心地がよく、誇りと愛着の持て

るまちづくりに取り組みます。 

 次に、２、にぎわいと交流の拡大・持続化を図るについてです。 

 にぎわい交流施設や観光交流センターなどを拠点に、福井の魅力を体感できる機能の充実と情報

発信強化に取り組みます。令和９年度から県立大学まちなかキャンパスも開設される駅東口エリアの

活性化や公共空間の有効活用などにより、街に新たな魅力とにぎわいを創出します。魅力ある地域

資源に加え、ダンスや音楽など新たなテーマを取り入れたイベントを開催し、誰もが参加できる楽し

いまちづくりに取り組みます。 

 最後に３、官民が連携したエリアマネジメントを推進するについてです。 

 商工会議所と県、本市の３者による県都にぎわい創生協議会が策定した県都グランドデザインを官

民連携で推進します。また、町なかを舞台に、多様な人が集うきっかけづくりや気軽に交流できる場

づくりなどに取り組むことで、まちづくりへの参画意識を高めます。 

 以上で政策２の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、ただいまご説明をいただいた内容について、何かご質問、そしてご意見がある方がいらっ

しゃいましたら。いかがでしょうか。 

○委員 

 前回もこの部会で議論になったかと思いますが、歩きながらいろいろ散策をする、新たな楽しみとい

うか、街を知るということも非常に大事なところだと思い、それがキーワードの中に入っておりますの

で、それは非常に評価できるかなと思っています。全体的に、この辺は特に異議を唱えるものは全くあ



【議事要旨】 

- 13 - 

りませんで、全てそのとおりでいいんではないかと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。そうですね。歩きながらという文言は非常に重要かと思います。ここも２つ目

のチョボのほうに書かれていますね。ありがとうございます。 

 はい、委員、お願いいたします。 

○委員 

 事前に資料データをいただいて、少し気になった箇所があります。①のポチの３番目ですね。多目的

アリーナの整備支援や利活用など云々というところで、この総合計画は2027年４月からの計画です

ね。アリーナの整備計画では、予定でいくと2028年秋完成と伺っています。９月末には市議会でも承

認されたという記事を読んだんですが、この2027年４月の総合計画が開始される頃には、もうほと

んどアリーナの外郭というか、ほぼ出来上がっているような感じかなという気がします。この多目的ア

リーナの整備支援という言葉を聞いて、何か政治的な色合いを少し感じてしまうというか、何か市が

整備することをこの総合計画で了解を与えてしまうような文言かなと思うので、ちょっと変更していた

だきたいなと個人的には思いました。例えば多目的アリーナの効果的な支援や、別に私は賛成でも

反対でも全然ないので、政治的な色合いは持ってないつもりなんですが、ちょっとそのように取られる

懸念があるかなと思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。具体的な文言の提案もいただきまして、県と連携した多目的アリーナの効果

的な整備というところを抜くようなイメージでよろしいですか。 

 直接的な整備というよりは、全体を支援するという意味合いでは今ご提案いただいた文言は非常に

いいかなと思います。 

 関連してでも構いません。何かご意見がある方がいらっしゃいましたらお願いします。 

○委員 

 多目的アリーナについてですが、もともと民設民営で始めようということで、民間事業として県にご

提案があり、それに対して福井市としては全面協力ということで東公園グラウンドの土地を無償提供

しますよというところから話が始まりました。その当時は約60億から75億ぐらいの予算規模で話が

進んでいたんですが、資材高騰及び人件費高騰ということもあり、現在では150億と倍以上のような

建設費になっています。そこで、国もそこに対して手を差し伸べたといいますか、これは福井だけでは

なく、全国のアリーナ建設に対する補助金を出しますよということになり、現在は国から福井に対して

は30億、県と市が15億ずつ、合計60億という金額を補助金として出そうということになっています。

残りは90億ですが、その90億については民間の調達ということで、現金で今積もうとしているのが

約25億、残りは借入れということになるんですが、その辺で福井市の議会としてもちょっと不透明な

とこがあるなと。行政から考えると、しっかりとした金額を行政は提示してるにもかかわらず、経済界の

ほうでははっきりとしない。今目の前に正式に出ているのは10億円、オールコネクトが支出しています

10億円以外は、大体７億から10億ぐらいがたまってるかな、それくらいいけましたかねみたいな感じ

なんで、それでは駄目だろうということで福井市議会として申入れを福井市長に対していたしました。

申出の内容が、市から経済界に対して、しっかりそのあたりのところは腹に落ちる数字及び方向性を

示しなさいということでの要望書でしたし、それに対してしっかりと取り組んでいきますということが担

保されたので、議会としても承認ということなんですが、ただその承認というのは今出ている予算規

模の中での承認であって、これから今申し上げましたようなところが明確に今後出てこなかったから

不安要素がますます高まりますので、今後アリーナに対して異論が出てくる、議会の中で異論が出て

くることも十分考えられます。ですから、もう全面オーケーと、どんどんやってくださいという話ではな
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く、もっと慎重に、それでいて成功に向けてお互いに頑張りますよというような話合いになっています。

ただし、心の中では、市議会といたしましては全面協力したいし、成功させて、たくさんのにぎわいを

作ってほしいという気持ちに変わりはないというところであります。 

○部会長 

 議論も、具体的な金額も含めて内容というところをご発言いただきました。 

 委員、いかがですか。先ほどの文言が整備支援というところが引っかかるということでしたよね。 

○委員 

 何かお墨つきをこの審議会で与えているような感じがして。それはどうかなと。問題が無ければいい

んですが。 

○部会長 

 今まさに議論されている中で、あえてここでこの文言をしっかり書き過ぎると、全面的に福井市がと

いう形に見えてしまう可能性があるということですが、いかがですか。先ほど整備支援というところを、

少し整備を取ることによってお金や政治的なにおいというところを感じさせないような工夫はできるん

ではないかということだったんですが、いかがですか。 

○委員 

 難しいと思うのは、確かに支援する金額は出すんですけれども、その金額が整備のための金額なの

か、はたまた運営のための金額なのかという、その辺難しいなとは思いました。ですから、整備支援と

いう言い方を整備というところを取ることは可能かな。お墨つきという言い方にこだわらなくてもいい

かなと思いながらも、整備を取ることにもこだわりもあまりないかなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。なかなかこの文言は読む側でいろんな解釈はあるのかなと思うんですが、よ

ろしいですか。一応提案させてもらって、事務局のほうでもんでもらうという形で進めていきましょう

か。 

 よろしいですか。 

○委員 

 はい。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 この一番上の市街地再開発事業の支援で市街地のリニューアルを進め、にぎわいと活力、その中

に先ほどキーワードに入っていた交流の場や居場所によってチャレンジしやすいまちづくりとか、もう

少し駅前というところの活性化を、若者たちやいろんな事業者、物販の方も、勝手なというか私の思

いにはなりますけれども、そのあたりの取組の中にもチャレンジ、先ほどのキーワードの中に入れてい

ただけると、もう少し駅前にも興味を持ってくれるのかなというところを感じました。 

 確認というか、右は２番目の真ん中のほうですね。福井県立大学のキャンパスが開設されて、東口

エリアの活性化というのは、要するにまちなかキャンパスができることでの活性化、さらにという感じに

取られるかなと。まちなかキャンパス開設による駅東口の活性化といったほうが。この文面だと、どう

いった活性化に取り組んでいくだろうというのが思ったところなので、考えていただければと思いま

す。 

○部会長 

 ありがとうございます。 
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 １つ目のご意見は①のところの書きぶりを、せっかく将来像でチャレンジというところが皆さん心に響

くというお話があったので、①のところの１つ目のチョボにぜひちょっと文言を加えていただきたいとい

うご意見でした。 

 あと、２つ目ですね。この解釈もおそらく読み手によって大きく変わるのかなと思うんですが、今、委

員がご指摘いただいた書き方というところ。ぜひこれは検討をしてくださいということでご意見を賜り

たいと思います。 

 こちらに関して何かありますか、事務局のほうから。 

○都市政策部次長 

 今ほどのお話がありましたいわゆる交流や居場所、今まちなかでPLAYCEもあります。また、ハピテ

ラス、ハピリン、駅東にはＡＯＳＳＡがあり、様々な交流の拠点を少しずつですけれども整備を進めてい

るところです。新聞にも取り上げていただきましたが、県立大学のまちなかキャンパスができることに

より、学生が活躍できるような場づくり、そういったものも今考えています。それにつきましては施策の

もう一つ、詳細な実施計画がありますので、そちらのほうで取り組んでいく形でお願いしたいと思いま

す。 

 それと先ほどの東口エリア、これについては、まちなかキャンパスも当然ありますし、ＡＯＳＳＡもありま

す。それから、やはり今お話しいただきましたアリーナが東口エリアにも、これは議会や市民の皆様の

ご賛同をいただかなくてはいけんませんが、アリーナができましたら当然東口もにぎわいの創出の場

になってくるということで、先月、福井市の都市計画マスタープランにもエリア拡充という形で盛り込

ませていただきましたので、県立大学のまちなかキャンパスだけでなく、東口エリア全域を今後にぎわ

い創出に持っていきたいなと考えています。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 よろしいですか、２点目。大丈夫ですか。ということは、このままの文言でいくということでよろしくお願

いします。ありがとうございます。 

 それでは、いかがでしょうか。 

○委員 

 特にここを直したらいいとかっていうのはないんですが、１番の上から２番目の歩きながら歴史や自

然を身近に感じることができるというところですが、福井城址や足羽川・足羽山といった地域資源は

あるんですが、歩きやすさというところについても言及してはどうかと。去年、先輩の研究を手伝ったと

きに道路の評価というものをしていたんですが、やはり全体の道路を見ていくと、歩きづらいとか居づ

らい道路もあったりするので、このところにそういった評価なども含めて、歩きながら歴史や自然を身

近に感じることができるようにするためにも、歩きやすさというところに言及してみてはどうかと思いま

した。 

○部会長 

 ありがとうございます。そうですね。非常に重要なご指摘かと思います。ただ、道路のことになってくる

と、政策、施策のほうはもしかしたら３番目のほう、インフラのところに入ってくる可能性もありますね。

今確認をすると、どちらかというとそうですね。②のところになるのかもしれないです。この後また議論

させてもらってもよろしいですか。このまちなかのほうでは歩きやすさというところも少し言及できるよ

うな内容に書きぶりを、２つ目のところをどう書くかになってくるかと思いますけれども、こちらも併せて

検討という形でご意見いただきます。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。よろしいですか。 

   〔「なし」の声あり〕 
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 はい。皆さんからご意見をたくさんいただきまして、特にアリーナのことについては関心事となってい

るところと併せて、ちょうどこの総合計画が始まるときとそのときの状況というところがもしかしたら今

とは大きく異なる可能性もあるということで危惧されてるところを書きぶりを変えていただきたいとい

うご指摘がありました。具体的には整備というところに着目するのではなくて、効果的な支援という少

し軟らかい書き方にしてはどうかというご提案がありました。あと、委員のほうから具体的に進んでい

る状況などもご説明いただきました。内容についてはおおむね賛成ということ。 

○委員 

 にぎわい、交流の拡大・持続化を図るについてなんですが、この中で周辺施設や商店街、事業者等

と連携しという部分があります。ここに地権者も入れるべきではないかと思うんです。理由を申し上げ

ると、再開発事業により補助金を受けたにもかかわらず、その新しい建物のテナントに空き店舗がた

くさんあります。これは非常に問題ではないかと思っていまして、まちなかの活性化を目指して、その

一助となるということで補助金がそこで捻出されているにもかかわらず、今度補助金をもらって建物

ができた後で、その地権者の都合で家賃が高くてとかという、その地権者の都合や意見などで入居

者が現れていないというのが非常に問題であると思います。ですから、そこに対しての誘致の中で、

地権者もこの文言の中に入れていただくべきではないかと思うのと、今現在、Ａ街区の再開発事業の

中で、真ん中にコンビニがあって、隣に居酒屋とかポーカーバーがあると。それぞれの店自体には全

く問題ないんですが、適材適所というのがあるだろうと思いまして、街のにぎわいというのはそこに違

和感を感じてはいけないと思うんです。何度も申し上げますが、お店自体には問題ないと思います。

努力もされてますし問題ないんでが、トータルで見た場合に何かばらばら感があるなと。私は福笑い

型まちづくりだなと思ってるんですけども、非常に美しい目も口も鼻もしてるんだけれども、そのバラン

スが悪いと不細工になってしまう。そういったまちづくりになってしまっているような気がして、それも地

権者の意向があって、ばらばらになってるような気がします。そういったところを補助金を出すのであ

れば強い指導が必要ではないかなと思いますので、この一文には地権者も入れるべきではないかと

思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。おっしゃるとおりで、再開発の事業の中の問題点ももちろんあるかと思います

が、例えば細かい従来のいろんな空き店舗なども同じような状況にいるのなと思ってます。これ、書き

ぶりで解釈を深めると、商店街というのはどちらかというとそちらで商売をされてる方々がこの内容に

なるかと思いますし、事業者はまた別にいらっしゃる。これはなかなか難しいですね。不動産をお持ち

の地権者がこの中で読み取れるかというと、なかなか読み取れないのではないかというご指摘です

よね。 

 こちら、どうでしょう。事務局のほうから何か。 

○都市政策部次長 

 こちらのほうに確かに地権者という文言はないんですが、その下の③のところに様々なプレーヤーの

まちづくりへの事業参画というところで、官民が連携してエリアマネジメントを推進すると。このエリア

マネジメントというのがいわゆる事業者様と地権者、それからそういった商店街の方々が一緒になっ

てマネジメントしていきましょう、という言葉ですので、我々としてはこのエリアマネジメントの中に、地

権者様が含まれていると解釈させていただいて、地権者様も含んだいろんなプレーヤーでまちづくり

を考えていきましょうと。今委員がご指摘になったとおり、当然まちのど真ん中にコンビニじゃ寂しいよ

ねというような、まちづくりをいろんなプレーヤーの皆さんで考えていきましょうということでこの③の

丸チョボの１つ目をつくらせていただきました。 
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○委員 

 その文言で今私が申し上げた問題が解決するのであれば全然構いませんが、その効力がここにあ

ると捉えていいんですか。 

○都市政策部次長 

 我々としましては、いろんな方々にまちづくりに参画いただきたいという思いでこちらを書かせていた

だいてります。 

○委員 

 これからも再開発が続いていきますよね。やはり心配してるのは、Ｂ街区も今オープンします。それか

ら、南通りもこれから建物がどんどんできていきます。そのときに同じようなことが繰り返されると私は

懸念してるんです。それをどこかで地権者に対して、権利者という言い方でも構いません、権利者に

対して強く指導できる文言がどこかになければ同じことを繰り返すのではないですか。 

○都市政策部次長 

 強く指導ができるかどうか、ご商売を当然考えますし、当然ペイしていくような組合の事業計画を考

えられますので、損を出してまでそういったものを組合が呼んでこれるとはここでは言い切れないとは

思いますが、先ほども申したとおり、そういった地権者様、権利者様も含めて参加いただいてまちづく

りを考えて、皆さんと一緒にいいまち、いい中心市街地にしていきたいというような働きかけはできる

と思っています。 

○委員 

 遡るとＡＯＳＳＡから始まってます。ＡＯＳＳＡの地権者も、そういった意味では空き店舗がずっと続いて

いました。空き店舗が続くと、地権者の人たちも収入がないので大変だろうと。だから、頑張って誘致

しましょうよといっても、その方々は決して焦っている人だけではない。つまり裕福な方もおられて、いや

いや、別に私の目にかなったところじゃないと誘致するつもりはないよとか、今現在もそうです、空き店

舗の権利者の人たちは運営から幾ら言われても、自分の思いどおりじゃないと承認しないということ

が起きています。これからも絶対に起きます。それをしっかりと、補助金を出してるからにはちゃんと誘

致、お店を入れる、空き店舗を続けないようにさせる縛りがどこかにないと、絶対に空き店舗だらけ、

それも古い建物の中の空き店舗ならばともなく、新しいビルに一回もお店が入らないということがこ

れからも続きますよ。だから、どこかできちんとした縛りを、補助金を出すからにはというところがない

とと思いますので、よろしくお願いします。 

○都市政策部次長 

 はい。当然のご指摘ですので、我々も一生懸命そのような形で進むように頑張ってまいります。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 はい、どうぞ。 

○委員 

 ここで市街地の問題がありましたので。先ほど委員がおっしゃっているとおり空きだけではなくて、と

にかく物販。本当に、「居酒屋通り」と言われているところがあるので、やはり物販が再開発事業でも

う本当に戻ってこないっていうところがあるので、もし機会がありましたら、新しい空き店舗を支援した

以上は、やはり物販系っていうところのお話も出ると。ちょっとこれはずれてるかもしれませんけど、い

い機会にちょっと言わせていただければと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。具体的にこの施策の下の説明のところにそういった文言等も含めていただけ

たらと、これはぜひ検討してください。 
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○都市政策部次長 

 我々もそれは当然課題として捉えていますので、実施計画の中で盛り込めたらと思っています。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 先ほど委員にご指摘いただいた②のチョボ１つ目のところ、ぜひ商店街、事業者、これはステークホ

ルダーという形では地権者という文言をあえて入れるかどうか、これはぜひ検討をしてください。 

 よろしいですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。以上で政策２の審議は終了したいと思います。 

 

（４）政策３「生活インフラに関する政策」について 

○部会長 

 続けて、政策３「生活インフラに関する政策」について、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 

 原案の３ページ、政策３、生活インフラに関する政策をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、今まで以上に老朽化対策や耐震化、浸水対策、雪寒対策の重要

性が高まっています。特に高度経済成長期に整備した施設が更新時期を迎えているため、長寿命化

による効率的な更新、維持管理に取り組んでいるところです。一方で、料金、使用料収入の減少など

に伴い、上下水道経営の一層の効率化が求められています。また、大規模な盛土に伴う被害防止の

ため、詳細な調査や住民への情報提供を行うとともに、パトロールなどによる安全対策が必要となっ

ています。 

 このような現状、課題を踏まえ、３つの施策を掲げております。 

 まず、１、強靱な社会基盤を構築するについてです。 

 デジタル技術を活用しながら、道路、河川、水路、下水道施設などの計画的な整備や維持管理に取

り組みます。また、建物の耐震化などを進め、安心して暮らせる住環境づくりに取り組みます。さらに、

災害発生時に迅速な復旧が行えるよう、国や県、近隣市町などと連携強化に取り組みます。 

 次に、２、安全で快適な生活環境を保全するについてです。 

 河川や公園などの生活インフラについて、市民、行政、企業などの連携の下、良好な生活環境の保

全に取り組みます。また、空き家所有者などによる適切な空き家管理を促進します。さらに、危険な盛

土などに伴う災害から人命を守るため、地盤調査や経過観察に取り組みます。 

 次に、３、安全で安心な上下水道のサービスを提供するについてです。 

 デジタル技術を活用しながら、管路や施設の計画的な更新及び耐震化により、引き続き安全で安

心なサービスを提供してまいります。また、持続可能なサービスを提供するため、民間事業者の有す

る技術の活用や創意工夫を生かした官民連携を推進します。さらに、効率的な事業運営と経費節減

に努め、収支のバランスを図り、健全で安定的な経営を図ります。 

 以上で政策３の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、前回、専門部会のほうで委員よりご質問のあった杉ノ木台ゴルフ場の土砂災害発生時に

おける調査経過、そして災害防止のための計画について、これはぜひ関係部局から回答をいただき

たいと思います。 

○都市政策部次長 
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 都市政策部よりご回答申し上げます。 

 平成18年の７月に発生しましたゴルフ場の土砂災害についてでございます。前回委員のおっしゃっ

たとおり、２名の貴重な命がお亡くなりになられ、また２棟の民家、さらに設備に被害があったという重

大な災害でございました。その原因からまずご説明させていただきたいと思います。 

 福井大学の教授の指揮の下、現地の地質調査並びに解析を行っています。その結果、山を切り通し

たり、谷を盛土した造成地の地下水、このとき非常に大雨が降っており、地下水が長雨によって上昇

したことが崩落の原因であったと報告を受けています。 

 その後の経緯といたしましては、対応ですが、その調査結果を踏まえ、復旧工事についてはゴルフ場

の管理者である株式会社タケダ開発が被災箇所を復旧しまして、平成20年の３月に一応工事が完

了しております。その後、恒久対策としまして、同じ20年の10月から福井県が被災箇所周辺の急傾

斜地法の区域指定を行い、急傾斜地崩壊対策工事に着手しています。のり面保護工と擁壁工を実

施しました。それも完了し、今現在に至っているという状況です。 

 市としましては、前回も少しご説明させていただきました盛土に関する災害防止については、第１次

スクリーニングとしまして、市内の110か所の大規模盛土造成地については定期的に経過観察を行

っているところです。またそれに伴い異常が認められた盛土については、実地調査等による安全性の

把握調査も実施検討してまいりたいと考えております。さらに、盛土規制法の許可等により造成され

た盛土地についても、定期的な経過観察を行うことで安全性を確認してまいりたいと考えておりま

す。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 よろしいですか、委員。ありがとうございます。 

 それでは、ただいまからこの政策の３番目のところを皆さんからご意見をいただきたいと思います。

いかがでしょうか。 

○委員 

 まず、細かいところからなんですが、現状の「大規模な地震や豪雨災害により」と書いてあります。ど

ちらかというと「地震や豪雨により」でいいのではないかと。 

 大きなところで言うと、前回、私のほうの発言にありました予防保全というキーワードを言わせていた

だきました。これが非常にきれいに入れていただきまして本当に恐縮してるところなんですが、場合に

よっては初見でこれを見られたときに、この予防保全という言葉が少し浮いて見えるというご指摘が

あろうかとも思います。そういったときに対して、例えばですが、ここを予防あるいは備えに重視した

や、持続可能な維持管理、経済性を重視したとか、そのような言葉に変えていただいてもいいのかな

ということ、文字として直接的に見たときに印象として持ちましたので、このあたりは当局でいろいろ

修正いただいてもいいんではないかと感じたところです。 

○部会長 

 ありがとうございます。具体的なご指摘をいただきました。 

 一番最初の１行目のところはぜひそのように修正をお願いしたいというところと、併せて予防保全と

いうことも、これは非常に重要な概念かなと思っておりますので、委員、今具体的な直す内容というと

ころをご指摘いただきましたけれども、例えば＊印で、ほかのところあるように、その用語をきちんと補

足するような形で左のちょうど枠のところに入れてもらったらどうかな。よろしいですか。 

 ぜひ検討ください。ありがとうございます。具体的なご指摘でした。 

 ほか、いかがでしょうか。インフラの話になりますけれども。 
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○委員 

 空き家のことで申し上げたいと思います。 

 空き家の所有者等による適切な空き家管理を促進します。空き家の適切な管理ができないから空

き家になっているので、その所有者に対して管理を促進するというのは、言わんとすることは分かるん

ですが、非常に漠然としていて、果たして進むのかなと思うんですが。表現の仕方はこれでいいかと

思うんですが、ちょっと心配な部分があるので、ご説明いただけるとありがたいです。 

○住宅政策課長 

 言葉の表現としては、その所有者等に空き家の管理をしていただくというところです。現状を言いま

すと、一般的な苦情等が住宅政策課へ問合せがあり、法律に基づいてその所有者をまずは見つけ

る、調べるということをさせていただきます。その後、市のほうから所有者へ改善するような、まずは助

言もしくは情報提供をさせていただいた後に、定期的にまた見に行かせていただいて、改善がない場

合にさらに指導したり、もし仮に近くにお住いの方であれば、自宅へ訪問し改善してもらうことを伝え

るというようなことをさせていただいているところです。それによって全てが全部改善するわけではあり

ませんが、そういう連絡を受け、ご自分で見に行っていただき改善している傾向もありますので、これ

で全部解決できるというわけではありませんが、粘り強くそういったことをさせていただいているところ

です。 

○委員 

 この場合の空き家というのは、安全で快適な生活環境を保全するために必要な対策ですので、おそ

らくごみ屋敷等周りに悪い影響を及ぼすような空き家のことを指しているんだろうと思うんですが、こ

の健全な空き家といいますか、十分に住まうことができる空き家も含めての表現なんでしょうか。 

○住宅政策課長 

 健全な空き家の管理というのも、例えば遠方にいて管理ができないような方がいた場合に、管理の

サービスを利用する際の補助のようなものも用意はしてあります。空き家はなかなか難しい定義があ

るんですけども、健全な空き家というのは、例えば倉庫みたいな、もしくは年に１回帰ってくるような場

合の住んでない状態、そういったものも空き家と皆さん捉える場合もありますが、例えば１年間以上

利用されていないと。そういった場合になってくると法律上で言う空き家になってきます。ただ、そうい

った場合でも、例えば苦情は受けないような場合で、ご自分できちんと管理されている、定期的に管

理してもらってるような場合には、市に通報等は出てこない場合が多いんですが、先ほど言ったとお

り、例えば立木とかいったものが乱れており、剪定したほうがいい、もしくは隣の方に迷惑がかかって

くるといったものについては、例えば市にご連絡をいただいて、所有者に話をさせていただくような感

じです。健全な、というところをどう捉まえるかは分かりづらいんですけども、そういったことはさせてい

ただいてるところです。 

○委員 

 要望をお願いします。 

 健全な空き家という言い方をしましたけど、この健全な空き家も将来的にはどうしようもない空き家

になる予備群だと思います。ですから、福井は移住者が今どんどん増えていますので、移住者の方々

に提供できるような空き家としての連携、移住の担当の方、皆さんとの連携をして、取っていただい

て、その予備群から減らしていくようなことも取り組んでいただきたいと思います。 

○住宅政策課長 

 はい、分かりました。 

 

○部会長 
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 お願いいたします。具体的な施策の説明のところにぜひそういった具体的な内容、対策というところ

を記述いただければと思います。ありがとうございます。 

○委員 

 関連で、今空き家問題というか、記載のところですけども、例えば空き家で建物は劣化してきて倒壊

しそうや、その軒の瓦が落下してきて、あと二、三枚分落ちそうだとかいうことを時々聞くんですが、そ

のような場合でその所有者が動かない、対応してくれないという問題が起きるんではないかと思いま

すが、行政が行う保全行為、代執行っていうんですか、それに対する質問なんですが、行政がやるこ

とについて、それは安全で快適な生活環境を保全することにはならないんですかね。これは所有者に

よる管理を促進となっていますが、自分のとこで、市でやるということは書けないんですか。 

○住宅政策課長 

 空き家対策なんですが、空き家対策は基本的に４つの方針を立ててやっております。まずは、空き家

等の発生予防。先ほど将来的に空き家が劣化していって問題になる。そういうものを一番手前から空

き家等の発生を予防するということ。次に適正な管理の通知、そして使えるうちに流通にかけていくも

と。それも手後れになってくるものについては、除却の推進となります。瓦が落ちてくる、もしくは倒れそ

うになってしまうと言った苦情などが発生してきましたら、その持ち主の方に、直してもらいたいという

ことをやっていき、それにプラスして市のほうでも、仮にもう所有しないでできれば売りたいと、もう壊

れてるものだから直せないといった場合に、除却ということになると思います。その除却に対して、除

却のための支援事業やそういったことをやっていく。基本的に所有者の方にまずやってもらう。倒壊に

よって公のところに影響がある、もしくは隣家が倒壊で押し潰される、そういったことになってくると、先

ほど言った行政代執行や、もしくは持ち主がいなければ略式代執行、そういった行為をしていくような

手続に入っていくということになります。 

 今のところ、そこまでは見受けられていませんので、市として今やっておりませんが、令和５年に空家

法が改正され、手続をが少しずつ変わってきていると。ただ、一番大本が、どんな建物、どんな土地で

あっても所有者が財産を持っているというその根底がありまして、その部分をどう法律の中でやって

いくかということを考えながら事業はさせていただいて、できるだけ所有者にしていただきながら改善

していくような努力だけは続けているところです。 

○部会長 

 委員、よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、先ほど委員から具体的に現状のところの文言修正と、あと予防保全、こちらは非常に重

要なキーワードかなと思いますので、文言等の工夫であるとか、あと補注を入れるなどの工夫をして、

よろしくお願いいたします。 

 あともう一つ、空き家に関しては、この文言で特段問題ないという意見がありましたけれども、その詳

しい説明のところにぜひ市として何をやっていくのかというところ、書ける範囲で構いませんので、よろ

しくお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、以上で政策３についての審議を終了したいと思います。 

 

（５）政策４「防災・減災に関する政策」について 

○部会長 

 続けて、政策４「防災・減災に関する政策」について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 
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 資料８、４ページ、政策４、防災・減災に関する政策をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、自然災害へのさらなる対応力の強化をはじめ、今後想定されるあ

らゆる事象に備え、避難所の生活環境対策や災害情報伝達体制の強化、市民への防災意識啓発な

どの対策強化が一層重要となっております。 

 このような現状、課題を踏まえまして、次の３つの施策を掲げております。 

 まず、１、避難者の生活環境の質の向上を図るについてです。 

 避難者が尊厳ある生活を送るための世界共通の最低基準であるスフィア基準や国のガイドライン

などを踏まえ、要配慮者などを含むあらゆる人を誰一人取り残さない避難の実施、実現に取り組み

ます。こどもや女性などのニーズを反映した備蓄体制を強化するとともに、避難所への空調設備や災

害用トイレなどを整備し、被災者の健康への二次被害を防止します。また、県と連携しながら、避難者

の健康を守るための人材を育成します。さらに、通信環境の整備やデジタル技術などを活用した避

難所運営の効率化に取り組みます。このほか、ペット同行避難など、多様化する避難者への支援に

取り組みます。 

 次に、２、多様な情報伝達手段を整備するについてです。 

 防災行政無線の有効性などを再検討し、デジタル技術などを活用した最適な情報伝達体制を整

備します。また、高齢者や障がい者に配慮した情報伝達手段として、音声や文字の情報提供を含む

多様な方法を整備します。 

 次に、３、地域コミュニティーなどを活用し防災力を高めるについてです。 

 自主防災組織を育成し、防災訓練などを通じて地域の災害対応力を強化するとともに、防災資機

材購入や活動事業を補助し、防災力の強化に取り組みます。また、要配慮者の状況変化の把握や継

続的な支援体制づくりに取り組みます。さらに、防災ハンドブックの積極的活用や出前講座により、危

機事象に関する知識の普及啓発や人材育成に取り組みます。このほか、市民一人一人の防災意識

の高揚に取り組むとともに、国、県、近隣市町などの関係機関や民間事業者、団体と連携し、危機管

理体制の強化に取り組みます。 

 以上で政策４の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、政策４について、何かご意見、そしてコメント等ある方いらっしゃいましたらよろしくお願い

いたします。 

○委員 

 災害関連死が非常に多いということが最近注目されるようになり、避難所に避難をしなくてもいい

よという考え方を許容できるような文言がいいかなという気がしまして。人によってはもしかすると誰

一人取り残さないという、これは非常に大切なキーワードだと思うんですが、それが全ての人が避難

所に避難するよと捉えられると少し困るなというところです。そうなってなければオーケーかなと思いま

す。 

 いろんな多機関の連携という部分が非常に大事になってくると思います。それぞれのハザードごとの

待機方法、対処方法というのをそれぞれの施設でいろいろ今かなり勉強してると思います。小学校や

保育園、そういったところも含めて勉強していると思う。それぞれに必要な状況を想定して避難のタイ

ムラインをつくるとか、そういったことも進んでいるような気がしています。連携という部分を重要視さ

れてることは非常にいいことだと思っています。 

 

○部会長 
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 ありがとうございます。具体的に、災害関連死というところで、避難をしなくてもいいというところを認

めるような文言になっていれば、なおいいということだと思いますが、今の状況でそれが少しこの文章

からは読み解けはしないかもしれないんですが、施策の具体的なところでぜひそういった追記をお願

いいたします。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 前回もちょっと申し上げましたけども、民生児童委員しています。それで、個別避難計画を具体的に

個別に作成してきてるわけなんですが、前回も意見で申し上げましたけども、実態に合った個別避難

計画はなかなか難しい問題があるのと。私もずっと民生児童委員をしてるわけではありませんし、地

域のお手伝いをされる方もずっとその役にあられるわけではないので、非常に難しいなという問題を

持ってますので、そのあたりがどう書き込まれて、その課題をどう克服するのかというのがちょっと私が

申し上げることができないんですが、そういう課題はご認識いただきたいなというところです。 

○部会長 

 ありがとうございます。現場レベルの割と葛藤の部分かなと思います。 

 こちら、現状のほうに書き加えるということが可能かどうか、担当の部局のからぜひコメントをお願い

いたします。 

○危機管理監危機管理副監 

 ただいまの委員のご意見ですが、第１回目のときにもご指摘いただきまして、今この施策のほうの③

の上から３つ目のチョボのところの要配慮者の状況変化の把握や継続的な支援体制づくりというと

ころで盛り込ませていただいてございます。個別避難計画におきましては、今現在こちらのほうで年間

12地区、全地区、４年間に分けてご説明等をして回っております。その中で毎年、その要配慮者の方

の状況も変わっていくというところも、この前、第１回目のときにご指摘もいただきましたので、やはり

継続的に状況を把握して支援していきたいという思いでこの項目へ入れさせていただいております。 

○部会長 

 ありがとうございます。前回もご指摘があったということで、ちょうど上から３つ目のチョボのところに

ご意見を反映させているという状況です。 

 これ、いかがですか、委員。 

○委員 

 非常に難しい問題で、なかなか実行は難しいと思います。市役所のほうで現場を持ってるわけでは

ないので。現場を我々が持ってますので、その現場でできるかどうかという問題があるので、非常に

大きな課題としてありますので、そういうご認識でお願いしたいなと思うだけです。 

○部会長 

 ありがとうございます。文言等を書き換えるというよりは、そういった現場の声というところをうまく拾

っていくように事業のほうでは進めていただきたいということですね。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 まず、質問が、「県と連携しながら災害時における被災者の健康を守るための人材を育成します」、

この人材というのは行政側の人材なのか、民間側の人材なのか、お尋ねします。 

○地域保健課長 

 この災害時の人材なんですが、行政、主に保健所の職員ということです。災害が起きたときに被災

自治体自体が例えば保健医療の指揮機能を失ってしまうこともありますので、東日本大震災の後、Ｄ

ＨＥＡＴという、いろんな災害のチームがございますが、ＤＨＥＡＴといって、自治体が自治体の支援に
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入るというチームがつくられたわけなんですね。その育成というのを国が中心となってしており、県が

参加すると。そこに福井市保健所も入って、そこで学ぶことで、実際に福井市でもし何か起きたときに

は、しっかりとその学んだことを生かして、保健医療の指揮機能ができるようにというところで人材育

成に取り組むということでして、保健所の職員と考えていただければ結構です。 

○委員 

 もう一ついいですか。その１つ下に、災害時の情報収集、伝達に必要不可欠な通信環境の整備に

取り組みます。この通信環境の頭に最新と入れていただきたい。最新通信ね。これをお願いします。 

 それと、それに関連してなんですが、実は僕も能登のほうに延べ１週間ぐらい入らせていただいて、そ

こで感じたのが、防災無線が通じません。携帯通じません。やはり大活躍したのはスターリンクでし

た。スターリンクを民間の人が持ってらっしゃって、その方の機材を行政側が使わせてもらったような

状況でした。ですから、いち早くスターリンクの導入が必要かなと思いますが、その下の②のところに

防災行政無線の有効性等を再検討しとあります。防災というのは、どれだけ早く取り組むかだと思い

ます。今から再検討するんですか。もう既に、例えば能登の災害があってからもう既にかなりの日数が

たっています。そういった状況を把握していながら、今から再検討するなんてことをここに書いてあるこ

と自体が大きな間違いだと思いまして、改善します、新たなデジタル技術等を活用してまいりますとか

というような文言にしないと、一番大事な防災・減災に関する政策ですから、もたもたしてる場合では

ないと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。３つご指摘いただけたかと思います。 

 先ほどの通信環境のところはぜひ、最新のいろんな技術が都度増えていくということもありますの

で、ぜひその文言を強めに入れていただきたいということで、これは修正の検討をお願いいたします。 

 加えて、今②のところの１つ目のチョボですね。こちら、今どのような状況なのかというところを行政

からコメントをいただきたいんですが。 

○危機管理課長 

 防災行政無線でございますが、設置してから15年ということで耐用年数が過ぎてくると中での多

重的な更新と併せて、今回、特に能登地震で判明した津波に対するものというところの中で、防災行

政無線の在り方ということに対しては十分検討していかないといけないということですので、今回の

九次総合計画の中というよりも、今後の防災行政無線に関してはしっかりと取り組んでいくということ

をここで示させていただいて、細かい内容についてはまた実施計画の中でというところです。特に能

登地震を経て、防災無線の在り方、スターリンクを含めた情報通信の在り方というのがすごく変わっ

てきているということを十分認識した中での更新だと考えています。 

○部会長 

 いかがですか、委員。文言はこのままで一応入れておくという状況でよろしいですかね。 

 ぜひとも詳しいところは施策の説明のところに書き込みをよろしくお願いいたします。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 スターリンクの重要性は私も認識してまして、スターリンクが出てからキャリアを私も変えたぐらいで

すが、あれは葉っぱが一枚あっても通じなくなるというデメリットもあるので、それぞれの、スターリンク

に完全に依存するわけではなく、いろんな形で状況的に対応していくということが必要かなと思いま

す。 

 あと、１つ実は気になってることがあって、自主防災組織の在り方ですね。このあたりが他の市町で

結構大変な状況にもなっているという状況で、福井市内の状況は把握し切れてないんですが、この
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あたりをどうやって、どういうふうにこれから頼っていくのか、あるいは違った形も模索していくのかと

いうこともいろいろ考えていく時期には来てるかなと思います。そのあたりを比較的幅広く対応できる

ようにしといたほうが、完全に頼るわけではなくて、いろんな形で対応できるようにしておいたほうが

いいんではないかというのを個人的なコメントとして残したいと思います。 

○危機管理監危機管理副監 

 現在の自主防災組織の福井市の現状でございますが、現在、各自治会単位である自主防災組織

は、結成自治会数で言うと1,470。実際1,532自治会ある中の1,470ですね。結成率は95.95％と

いう高い率で結成されてございます。 

 そして、毎年、研修会などを年２回やらせていただいています。また、その中で意見交換などもさせて

いただきながら、各地域での防災の意識の醸成というのを強めているところです。 

 また、各地区、48地区における自主防災組織連絡協議会、こちらのほうは全地区組織をされており

ます。 

○部会長 

 現状はそうなっているということなんですが、先ほど委員からあったように、幅広く対応を考えられる

ような内容、ぜひ施策のほうの細かい補足のところで検討をお願いいたします。ありがとうございま

す。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 いただいたご意見なんですが、どちらかというと文言の具体的な修正というよりは、より、今日委員

からご指摘があったような内容について、きちんと計画の中に読み解けるように、補足の説明追記は

ぜひ検討をよろしくお願いいたします。 

 ありがとうございます。最後の１つ加えて説明をさせていただきたいと思います。 

 最後に資料の10－１のほうをお開きください。 

 今までの議論のところの政策の説明をまとめた形になっております。こちらは第１回の専門部会で

審議いただいた分野１、まちの政策階層の目標と具体的な内容をまとめたものとなっております。今

皆さんのお話、政策１から政策４までお聞きしますと、こちらのほうの文言等に関しては修正がなかっ

たようにまとめさせていただきたいんですが、今後、検討段階において若干の変更もあるかと思いま

すが、本日はご意見がなかったということで、現段階ではこの記載内容で取りまとめたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 はい、ありがとうございます。それでは、この10－１のほうは、一応このままという形で進めさせていた

だきます。 

 以上で本日の議事は終了させていただきたいというふうに思います。ありがとうございました。 

 事務局のほうに進行をお戻ししたいと思います。 

 

３．閉会 

○司  会 

 三寺部会長、ありがとうございました。また、委員の皆様には、長時間にわたりご審議を賜り、また貴

重なご意見をたくさんいただきまして誠にありがとうございます。いただいたご意見は、また次回の第

３回の専門部会のほうで対応を報告させていただきたいと思います。 

 その次回の３回目の会議でございますが、次回は11月19日水曜日15時から、市役所別館４階の

14Ｄ会議室のほうで開催させていただきたいと思います。委員の皆様には、引き続きご出席のほどよ
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ろしくお願い申し上げます。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第１部会の２回目の会議を終了いた

します。 

 本日は、皆さん、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

（以  上） 
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